
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

成海史弦　なるみしづる

アリス

ロマネスク

サイケデリック

幸福

3

煉獄

10
演者の牢獄

普通の子

零した本心と手術の記憶

まほうの呪文

声なんて無くても

嵐の中の王子様

そこは冷たい牢獄だ。演者だけが集められた小さな檻。君は、生まれてからずっとそこに居た。いつしか役を与えられてその物語を完遂することーーそれが、ストーリーテラーの望みであり、君の使命だった。

普通でいようと努力していた。出る杭は打たれる。目立ってはいけない。劣っても優れてもいけない。平穏に生きようとしていたのだ。けれど、そんな平穏はもう粉々に砕かれて風に吹かれ。跡形すら残っていない…。

ストーリーテラー。それは、君が所属する場所の支配者だった。与えられた役目からは逃れられない。君は、生きたまま身体を作り替えられて…一度死んだ。再びアンデッドとして目が覚めた君は、すでに人魚姫だった。定められた物語を演じて…物語の終焉には、二度目の死が待っている。想定できた未来だった。だからあの時……演りたくないと泣いたのだから。

「俺がいるから大丈夫」その言葉は何度だって君を安心させてくれた。最初に聞いたのは暗い暗い牢屋で生きていた時。二度目はあの物語の中で。結末に怯えていた自分を安心させるように、王子様は何度も、言葉をくれた。

彼の名前を呼ぼうとしてもそれは喉を震わすだけで音にはならなかった。落ち込む君の、ただ空気だけが漏れる唇を彼は塞ぐ。声にならない言葉を直接飲み込んでくれるような口づけ。いつだって彼の赤い瞳は、あなただけを映していた。

嵐の中、助けた王子さまは相良嵐と名乗った。彼は物語より自分を選んでくれて、君と一緒に物語を壊してくれた。幸せになれると、そう思ったのだ。 けれど、幸せは長くは続かなかった。桃色の髪の魔法使いが君たちの前に現れて、二人の幸せを奪っていった。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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自身

バトルパート１ターン１回。自身に対するマニューバのコストを+1させる。

うで、あしのコストを０

改造３レベルパーツ取得

同エリアから受けた「妨害」「移動妨害」を無効化してよい
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肉弾攻撃１

自身に対する攻撃のみ使用可能。妨害1

最大行動値+1

肉弾攻撃１

支援１

移動１

肉弾攻撃1+転倒

腕のみ常に防御1。腕にある白兵・肉弾攻撃ダメージ+1

指輪

肉弾攻撃1+連撃1

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

パーツ損傷時、最大行動値+2

移動１

移動１

妨害１

脚のみ常に防御1。バトルパートで移動時、白兵・肉弾マニューバを一つラピッド使用可能。
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